
収
穫
後
、
稲
わ
ら
は
雪
の
下
に
な
り
、

自
然
に
分
解
が
進
み
、
腐
熟
し
て
い
き
ま

す
が
、
寒
冷
地
の
管
内
で
は
思
っ
た
よ
り

も
腐
熟
は
進
み
づ
ら
い
で
す
。
そ
こ
で
、

稲
わ
ら
の
分
解
と
腐
熟
を
手
助
け
し
て
く

れ
る
資
材
を
使
う
こ
と
で
、
翌
春
ま
で
に

稲
わ
ら
を
土
に
還
し
、
来
年
の
地
力
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

稲
わ
ら
等
有
機
物
が
多
い
と
、
浮
き
わ

ら
と
な
っ
た
り
、
田
植
え
後
に
異
常
還
元

（
ワ
キ
）
発
生
の
原
因
と
な
っ
た
り
と
生

産
性
向
上
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。

せ
っ
か
く
の
有
機
物
を
「
資
源
」
と
し

て
活
用
し
、
来
年
こ
そ
豊
作
と
な
り
ま
す

よ
う
に
。

2023年10月
№４７

で
あ
な
た
の
手
元
に
届
く
ｗ
ｅ
ｂ
マ
ガ
ジ
ン

稲作情報発信中！

「@ja-obako」で検索

還
し
、

来
年

活
か
す

品名 規格
１０ａ当
散布量

秋耕起

根友Ｇ ２０ｋｇ １～２袋

散布後、速や
かにすき込む
こと。耕深は
７～１０ｃｍの
浅め。

わらゴールド １５ｋｇ ２袋

ワラ分解キング １０ｋｇ １袋

ケイカル ２０ｋｇ ２袋以上

石灰窒素 ２０ｋｇ １０～２０ｋｇ

ワラが多い

ワラ等有機物が多い
＋

春先の高気温

異常還元
（ワキ）

初期生育停滞
生育ステージ遅れによる
無効分げつ増加

ワ
キを少

なくする事がポイント

腐熟促進剤
秋耕起

透排水性改善
飽水管理
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